
主ナ

る解が憲
さ限秩

‘ 類 ‘ 本 ° が 法今
っ 二序帝に帝稿 基詈学日
に於ヲ国当国は 本法者で

解テ妨憲て憲先 に II ー も
釈 '--- ヶ法は法ず なI般帝
しと ス第ま下宮 つ基の国

てい及二るで沢 て本理憲
いう臣十もの教 い的解法
た制民八の政授 る人は下
の限夕条と教の と権 、 で
かのル に し関説

°具ノ規て係を 又
考↓かの

つ政

体義定考を て の て教
的務さえ ど ょ中宮関
内二れての い で沢係
容背た い ょ と述俊に
を力 fこぅ
どサ妥累な

思べ義対
わた教す

のル寧 。分 れ理授る

三 、
天
皇
制
と
神
話 、

神
社 、

第
二
十
八
条
と
の
関

係
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か 。

と
い
う
三
点
か
ら
整
理
す
る 。

そ
し
て 、
同
じ

観
点
か
ら 、

明
治
後
半
に
活
躍
し

た
憲
法
学
者・
穂
積
八
束
の
政
教
関
係
論
を
整
理
し 、

彼
の
考
え
方
を
理
解
す
る
と
共
に 、
は
た
し
て
宮
沢

教
授
の
説
が
穂
積
の
議
論
に
当
て
は
ま
る
か
ど
う
か

を
検
討
す
る 。

一
、

宮
沢
説
の
整
理

先
ず 、

帝
国
憲
法
下
で
の
政
教
関
係
の
捉
え
方

（
分
類）
に
つ
い
て 、

宮
沢
教
授
は 、

事
実
上
の
神

社
国
教
制
と
見
て
い
る 。

そ
の
第一
の
理
由
と
し
て
「
国
家
神
迫」
の
存
在

白蹴館大學神道研究所所報(ISSN 0388-4651)

は

じ

め

に

新

田

均

穂
積
八
束
の
政
教
関
係
論

皇
學
館
大
學＿
ャ
艮

神
道
研
究
所
9
1

第四十三号
発行 所

伊努市神田久志本町1704
皇學館大學神誼研究所

糀話 0596 (22) 0201 

穂積八束の政教関係論
新田 均…(1)

報・・・・・・・・..．:•••(9)棠

材
涵

渭令役肉
袋
滉

羹齋

し
て
い
る 。

「
神
宮・
神
社
に
は 、
公
法
人
の
地
位
を 、

そ

の
職
員
た
る 、

神
官・
神
職
に
は 、

官
吏
の
地

位
を
与
え
た 。
行
政
組
織
法
的
に
も 、
一
般
の

宗
教
に
関
す
る
行
政
は 、

文
部
省
の
所
管
と
し

つ
つ 、
神
社
に
関
す
る
行
政
だ
け
は 、
そ
れ
と

は
別
に 、
内
務
省
神
社
局 、
後
に
は
神
祇
院
の

所
管
と
し
た 。
そ
し
て 、
一
般
国
民
に
対
し
て

も 、

神
社
参
拝
を
強
制
し 、
こ
と
に
官
公
吏
に

対
し
て
は 、
公
の
儀
式
と
し
て
行

な
わ
れ
る
神

(

l
)
 

社
的
儀
式
に
参
列
す
る
義
務
を
負
わ
せ
た 。」

そ
し
て 、
も
う―
つ
の
理
由
と
し
て 、

帝
国
憲
法

の
下
で
は 、
実
質
的
に
信
教
の
自
由
が
否
定
さ
れ
て

い
た
と
の
指
摘
を
行
っ
て
い
る 。

「
い
か
に
も 、
キ
リ
ス
ト

教
や
仏
教
を
信
仰
す

る
こ
と
も 、

布
教
す
る
こ
と
も 、
一
応
は
自
由

で
あ
っ
た 。
し
か
し 、
そ
の
自
由
に
対
し
て
は 、

根
本
的

な
限
界
が
与
え
ら
れ
て
い
た 。
そ
れ
は 、

天
皇
の
祖
先
が
神
々
で
あ
り
1

そ
の
代
表
者
が

天
照
大
神
で
あ
っ
た
1

天
皇
自
身
も
神
の
子
孫

と
し
て
ー

「
現
御
神」
（
あ
き
つ
み
か
み）
と
し

て
1

神
格
を
有
す
る
こ
と
の
信
仰
を
否
認
し

な

い
こ
と
で
あ
っ
た 。
と
こ
ろ
で 、

宗
教
と
い
う

も
の
の
本
質
か
ら
い
っ
て 、
か
よ
う

な
限
界
は 、

信
教
の
自
由
そ
の
も
の
を
否
定
す
る
に
ひ
と
し

(

2
)

か
っ
た 。」

し
た
が
っ
て 、

宮
沢
教
授
の
説
に
よ
れ
ば
帝
国
憲

法
下
で
の
政
教
関
係
は 、
フ
ラ
ン
ス
革
命
以
前
の
本

来
の
意
味
で
の
国
教
制
に
近
い
も
の
だ
っ
た
と
い
う

目 次
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穂
積
は
明
治
三
十
三
年
三
月
に
発
表
し
た
論
文

「
国
家
卜

宗
教
ト
ノ
関
係」
の
中
で

「
宗
教
ノ
信
仰
ノ
自
由
卜

云
フ
コ
ト
カ
仏
閾
西

ノ
大
革
命
二
於
テ
唱
ヘ
ラ
レ
タ
ル
所
ノ
主
義
テ

ア
リ
マ
シ
タ 。
ソ
レ
ヵ
故
二
仏
蘭
西
ノ
大
革
命

以
後
ハ
欧
羅
巴
諸
国
力
国
家
卜

宗
教
ト
ノ
関
係

ニ
於
キ
マ
シ
テ
全
ク
従
来
ノ
国
教
主
義
ヲ
棄
テ

、
別
ナ
制
度
ヲ
採
ル
コ
ト

ニ
ナ
リ
マ
シ
タ 。
其

以
後
ノ
制
度
ヲ
別
ケ
テ
見
マ
ス
ル
ト

凡
ソ
三
ツ

二
別
レ
ル
ヤ
ウ
テ
ア
リ
百天 。」

と
述
べ
て 、
当
時
欧
米
に
存
在
し
て
い
た
政
教
関
係

を
「
独
立
制
度」
「
公
認
制
度」
「
自
由
制
度」
の
三

つ
に
分
類
し
て
い
る 。

独
立
制
度
に
つ
い
て
は 、

一 、

穂
積
の
日
本
の

政
教
関
係
の
捉
え
方

こ
と
が
で
き
る 。

次
に 、
帝
国
憲
法
第
二
十
八
条
に
規
定
さ
れ
た
信

教
の
自
由
の
制
限
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は 、

「
明
治
憲
法
は 、
「
臣
民
た
る
の
義
務
に
背
か

ざ
る
限
に
於
て」
信
教
の
自
由
を
み
と
め
る 。

と
こ
ろ
で 、

神
社
を
信
仰
す
る
こ
と
は 、
「
臣

民
た
る
の
義
務」
に
属
す
る 。
し
た
が
っ
て 、

憲
法
の
保
障
す
る
信
教
の
自
由
は 、
は
じ
め
か

ら
神
社
の
国
教
的
地
位
と
両
立
す
る
限
度
内
に

お
い
て
の
み 、
み
と
め
ら
れ
て
い
た
と
解
す
べ

(

3
)
 

き
で
あ
る 。」

と
し
て 、

「
臣
民
タ
ル
ノ
義
務」
に
神
社
参
拝
や
神

社
信
仰
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
い
る 。

最
後
に 、
天
皇
制
と
神
話 、

神
社 、

第
二
十
八
条

と
の
関
係
に
つ
い
て
は 、
天
皇
制
は
神
話
や
神
社
を

基
礎
と
し
て
お
り 、
そ
の
精
神
的
基
礎
を
固
め
る
た

め
に
神
社
参
拝
や
神
社
信
仰
が
強
制
さ
れ
た
と
考
え

て
い
る 。「

明
治
憲
法
は 、

神
権
天
皇
制
を
そ
の
根
本
義

と
し 、
そ
の
当
然
の
結
果
と
し
て 、
天
皇
の
祖

先
を
神
々
と
し
て
崇
め
る
宗
教
ー

神
社
ま
た
は

惟
神
道
1
を 、
ほ
か
の
宗
教
と
同
じ
に
扱
う
こ

と
を
好
ま
な
か
っ
た 。
こ
と
に 、
明
治
憲
法
の

荼
本
理
念
と
さ
れ
た
天
皇
崇
拝
の
精
神
的
基
礎

を
固
め
る
た
め
に 、
天
皇
の
神
格
の
根
拠
と
し

て
の
神
社
に
対
し
て 、
国
教
的
性
格
を
与
え
る

(
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)
 

こ
と
を
必
要
と
考
え
た 。」

「
明
治
憲
法
で
は 、
天
皇
主
権
な
い
し
神
勅
主

権
が
そ
の
根
本
建
前
で
あ
り 、
天
皇
の
地
位
も 、

天
皇
の
祖
先
た
る
神
の
意
志
に
根
拠
を
も
っ
と

謝
割
が

憲法膨幽
と

国法
学
謝
鹿
と
に
分
が
れ
る
と

憲
法
講
座
を
担
任
（
大
正
元
年
ま
で 。
そ
の
後
を
上
杉

慎
吉
が
担
任）
し
た 。

大
正
元
年
(-
九―
二）
＋
月

没 。明
治
二
十
四
年
八
月
「
民
法
出
テ
、

忠
孝
亡
フ」

を
発
表
し
て
民
法
典
論
争
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
は

有
名
で
あ
る 。

天
皇
主
権
説
を
強
力
に
主
張
し 、

「
官
僚
憲
法
学

の
権
威」
と
非
難
さ
れ 、
学
界
で
は
次
第
に
孤
立
し

て
い
っ
た 。
後
を
継
い
だ
上
杉
慎
吉
が
昭
和
四
年
に

死
去
す
る
と
こ
の
学
統
は
絶
え
た
と
い
わ
れ
る 。
た

だ
し 、

初
等
教
育
と
軍
に
お
い
て
は
権
威
を
保
持
し

(
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つ
づ
け
た
と
さ
れ
る 。

以
上
の
宮
沢
説
は
明
治
憲
法
時
代
の
憲
法
学
者一

般
の
解
釈
だ
っ
た
と
い
え
る
の
だ
ろ
う
か 。
そ
れ
を

検
証
す
る
た
め
に
は 、

多
く
の
学
者
に
つ
い
て
個
別

的
に
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る 。
そ
の
手
始
め
と

し
て
穂
積
八
束
を
選
ん
だ
の
に
は
理
由
が
あ
る 。

―
つ
は 、

彼
が
憲
法
制
定
直
後
か
ら
東
大
の
憲
法

講
義
を
担
当
し
た
憲
法
解
釈
の
初
期
を
代
表
す
る
人

物
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。

も
う―
つ
は 、
天
皇
主
権
の
強
力
な
主
張
者
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら 、
天
皇
主
権
の
根
拠
を
神
話
に
求
め 、

そ
れ
故
に
天
皇
制
の
基
礎
を
固
め
る
に
は
神
社
信
仰

や
神
社
参
拝
の
強
制
が
必
要
だ
っ
た
と
説
く

宮
沢
教

授
の
説
を
当
て
は
め
る
の
ふ
さ
わ
し
い
人
物
だ
と
考

え
た
か
ら
で
あ
る 。

と
こ
ろ
で 、
穂
積
の
政
教
関
係
論
を
見
て
い
く
前

に 、
彼
の
経
歴
を
紹
介
し
て
お
く
こ
と
に
す
る 。

穂
積
八
束
は 、
万
延
元
年
(-
八
六
0) 、

伊
予
宇

和
島
生
ま
れ
た 。
穂
積
家
は
饒
速
日
命
を
祖
先
と
す

る
と
い
わ
れ 、
宇
和
島
藩
伊
達
氏
が
仙
台
よ
り
分
家

「
宗
教
卜
国
家
ハ
全
然
別
物
デ
ア
ッ
テ 、
宗
教

団
体
ハ
羅
馬
法
王
ヲ
主
権
者
ト
シ
テ
其
指
図
ヲ

仰
ギ
之
二
関
ス
ル
宗
教
上
ノ
法
律
ア
リ 。
而
シ

テ
国
家
ハ
俗
世
界
ヲ
支
配
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
カ

ラ
又
国
家
ト
シ
テ
モ
法
律
ア
リ 。
此
ノ
ニ
ッ
ノ

者
ハ
各
々
独
立
シ
テ
対
峙
ス
ル
モ
ノ
デ
ア
ル
ト

(
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云
フ
仕
組」

「
国
家
ハ
恰
モ
外
国
ノ
如
キ
態
度
ニ
テ
宗
教
ノ

祠）

団
体
二
対
シ
テ
同
等
ノ
地
位
二
立
ツ」

「
政
府
力
宗
教
ノ
団
体
二
向
ッ
テ
或
事
ヲ
ナ
サ

シ
メ
ヤ
ウ
或
事
ヲ
禁
シ
ャ
ウ
ト
カ
云
フ
ト
キ
ニ

ハ
『
コ
ン
コ
ル
ダ
ー」
ヲ
結
ハ
ナ
ケ
レ
ハ
ナ
ラ

(n)
 

ヌ」

な
ど
と
説
明
さ
れ 、
そ
の
例
と
し
て
ベ
ル
ギ
ー

が
挙

げ
ら
れ
て
い
る 。

公
認
制
度
に
つ
い
て
は 、

「
信
教
ノ
自
由
ハ
認
メ
マ
ス
ガ 、
唯
国
ノ
沿
革

二
伴
フ
テ
発
達
シ
タ
由
緒
ア
ル
宗
教
ハ
特
二
公

ノ
団
体
卜

云
フ
資
格
ヲ
与
へ
普
通
ノ
宗
教
団
体

二
与
ヘ
ザ
ル
特
権
ヲ
与
ヘ
ル
ノ
デ
ア
リ
マ
ス 。

例
ヘ
バ
僧
侶
ハ
官
吏
二
准
シ
テ
取
扱
フ
ト
カ 、

寺
院
ハ
国
家
ノ
公
ケ
ノ
建
設
物
卜
同
ジ
ク
看
倣

シ
テ
之
二
特
別
ノ
保
護
ヲ
与
ヘ
ル
ト
カ
云
フ
如

キ
特
権
ヲ
与
ヘ
テ 、
或
種
類
ノ
宗
教
ヲ
公
ケ
ニ

(

E
)
 

認
定
ス
ル
制
度
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス 。」

と
説
明
さ
れ 、
そ
の
例
と
し
て
ド
イ
ツ
諸
国
や
イ
ギ

リ
ス
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る 。

そ
し
て 、

次
の
様
に
つ
け
加
え
て
い
る 。

「
仏
蘭
西
ノ
大
革
命
以
来
ノ
極
端
ナ
ル
自
由
ノ

思
想
カ
ラ
云
ヘ
バ
今
日
ノ
欧
羅
巴
二
於
テ
公
認

二 、

穂

積

八

束

(

5
)
 

さ
れ
た」

「
明
治
憲
法
で
は 、
天
皇
が
神
の
子
孫
と
し
て

自
身
神
格
を
有
す
る
と
さ
れ
た
結
果 、
天
皇
の

祖
先
を
神
と
し
て
崇
め
る
宗
教
ー

す
な
わ
ち 、

神
社
（
神
な
が
ら
の
道）
ー

は 、

単
に
天
皇一
家

の
宗
教
で
あ
る
に
と
ど
ま
ら
ず 、
国
の
宗
教
だ

と
さ
れ 、
ひ
ろ
く
国
民
に
そ
の
礼
拝
が
強
制
さ

一
6
)

れ
た 。」

す
る
以
前
か
ら
の
譜
代
の
家
臣
で
あ
っ
た 。
祖
父
・

重
麿
は
本
居
太
平
の
文
通
上
の
弟
子
で 、
宇
和
島
藩

に
思
想
と
し
て
の
国
学
を
導
入
し
た
人
物
と
さ
れ 、

尊
皇
・

忠
孝
な
ど
を
協
調
し
た
家
訓
を
残
し 、
い
く

つ
か
の
古
典
研
究
の
業
績
を
残
し
て
い
る 。
神
道
を

奉
じ 、

墓
に
戒
名
を
彫
る
な
と
逍
言
し
た
こ
と
で
死

後
菩
提
寺
と
の
紛
争
を
起
こ
し
た 。
父
・

重
樹
も
維

新
後
藩
校
に
国
学
の
教
科
が
設
け
ら
れ
る
と 、
そ
の

教
授
を
勤
め 、

私
塾
も
営
ん
だ 。
兄・
陳
重
は
明
治

を
代
表
す
る
法
学
者
で
あ
る 。

八
束
は
明
治
二
年
(-
八
六
九） 、

平
田
鉄
胤
門
下

の
国
学
者・
山
内
憲
之
に
国
学
を
学
び 、

六
年
（一

八
七＝―）
上
京 。
共
立
学
校・
外
国
語
学
校
・

大
学

予
備
門
で
も
っ
ぱ
ら
洋
式
教
育
を
受
け
た 。
十
二
年

（一
八
七
九） 、

東
京
大
学
文
学
部
政
治
学
科
入
学 。

す
で
に
学
生
時
代
か
ら
憲
法
講
座
の
プ
リ
ン
ス
と
決

ま
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
る 。

十
七
年
(-
八
八
四） 、

井
上
毅
の
紹
介
で
伊
藤
博

文
に
面
会
し
助
言
を
受
け
た
直
後
に
ド
イ
ツ
に
留
学 。

シ
ュ
ト
ラ
ス
プ
ル
ク
の
ラ
ー

バ
ン
ト
に
つ
い
て
国
法

学
を
学
ぶ 。

二
十
二
年
(-
八
八
九） 、
憲
法
発
布
直
前
に
帰
国 。

帝
国
大
学
法
科
大
学
の
憲
法
の
教
授
と
な
る 。
二
十

六
年
(-
八
九＝―） 、
帝
国
大
学
が
講
座
制
を
導
入
し 、

憲
法
国
法
学
第一
•

第
二
講
座
が
設
け
ら
れ
る
と 、

第
二
講
座
を
担
任
し 、
ま
た 、

行
政
法
講
座
を
分
担

し
た 。
三
十
四
年
(-
九
0-
）
四
月 、

行
政
法
講

座
が
行
政
法
第一
•

第
二
講
座
に
分
か
れ
る
と
第
二

講
座
を
兼
担
（
明
治
三
十
六
年
ま
で 。
そ
の
後
を
覚
克
彦

が
担
任） 。
同
年
九
月 、

憲
法
国
法
学
第
l
•

第
二

制
度
卜

云
フ
ガ
訓
平
コ
ト
ヲ
認
メ
テ
信
教
ノ
自

由
ノ
中
二
幾
分
等
差
ヲ
附
ケ
ル
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ

コ
ト

ハ
主
義
二
適
ハ
ヌ
ノ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
ガ 、

欧
羅
巴
卜

雖
モ
宗
教
ハ
古
キ
時
ヨ
リ
発
達
シ
タ

モ
ノ
デ
大
勢
カ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス
カ
ラ 、
ナ
カ
ナ

カ
理
論
通
リ
ニ
一
様
ノ
法
律
規
則
ヲ
以
テ
之
ヲ

同
様
二
取
扱
ウ
コ
ト

ハ
出
来
ナ
イ
モ
ノ
ト

見
工

(m)
 

マ
ス
ル 。」

自
由
制
度
は
「
ポ
ラ
ン
タ
リ
ー

シ
ス
テ
ム」
「
放

任
主
義」
と
も
言
い
換
え
ら
れ 、

「
何
レ
ノ
宗
教
ヲ
公
ケ
ニ
認
定
シ
テ
特
権
ヲ
与

ヘ
ル
ト

云
フ
コ
ト
モ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ヌ 。
元
ヨ
リ

国
教
ト
ス
ル
コ
ト

モ
ゴ
ザ
リ
マ
セ
ヌ 。
又
国
家

ヨ
リ
離
レ
テ
独
立
シ
タ
ル
団
体
デ
ア
ル
ト

云
フ

コ
ト
モ
認
メ
マ
セ
ヌ 。
・
・
・

全
ク
言
論
ノ
自

由
卜

結
社
ノ
自
由
ト
ヲ
宗
教
ノ
コ
ト
ニ
当
嵌
メ

(

U
)
 

テ
支
配
シ
テ
居
ル
ノ
デ
ゴ
ザ
リ
マ
ス 。」

と
説
明
さ
れ 、

「
亜
米
利
加
ハ
歴
史
ノ
未
ダ
新
シ
イ
国
デ
ゴ
ザ

リ
マ
ス
カ
ラ
是
レ
デ
能
ク
治
ッ
テ
居
ル
ヤ
ウ
デ

ゴ
ザ
リ
百応。」

と
コ
メ
ン
ト
さ
れ
て
い
る 。

穂
積
が
政
教
関
係
の
分
類
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ

て
い
る
の
は 、

「
国
家
卜

宗
教
ト
ノ
関
係」
と
「
皇

族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」
の
中
で
第
二

十
八
条
に
つ
い
て
講
じ
た
部
分
だ
け
で
あ
る
が 、
い

ず
れ
に
お
い
て
も 、
当
時
の
日
本
の
政
教
関
係
が
ど

の
分
類
に
属
す
る
の
か
は
ふ
れ
ら
れ
て
い
な
い 。

こ
れ
に
関
し
て 、
穂
積
が
論
じ
て
い
る
の
は 、
わ

ず
か
に
明
治
二
十
九
年
十一
月
の
「
行
政
法
大
意」
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に
お
い
て
の
み
で
あ
る 。
こ
の
中
で
彼
は 、
日
本
の

政
教
関
係
は 、
行
政
慣
行
と
し
て 、

神
道
仏
教
を
公

認
教
と
す
る
公
認
制
度
だ
と
論
じ
て
い
る 。

「
宗
教
二
関
シ
テ
ハ
法
令
未
夕
備
ハ
ラ
ス 。
宗

教
ノ
制
規
亦一
ナ
ラ
ス 。
行
政
ノ
慣
行
二
於
テ

神
道
仏
教
ハ
特
二
之
ヲ
公
認
シ
監
督
ス
ト

雖
其

ノ
他
ノ
宗
教
ヲ
禁
制
セ
ス 。
唯一
般
ノ
秩
序
警

察
二
依
リ
其
ノ
礼
拝
ヲ
保
護
シ
之
二
伴
ウ
危
害

C
2
)
 

ヲ
防
ク
ノ
ミ 。」

そ
し
て 、
公
認
非
公
認
の
区
別
を
論
じ
て 、
公
認

教
に
つ
い
て
は

一
、

公
の
礼
拝
所
と
し
て
保
護
さ
れ
る 。

二 、
こ
れ
を
犯
し
又
は
不
敬
の
所
為
の
あ
っ
た
者

は
罰
せ
ら
れ
る 。

-1-、
教
規 、
宗
制 、
及
神
職 、
僧
侶 、
教
師
の
身

分
は
内
務
大
臣
が
監
督
権
を
持
つ 。

非
公
認
教
は 、

一
、

信
仰
上
の
組
合
を
慣
行
に
よ
っ
て
こ
れ
を
認

め 、
一
般
の
結
社
の
自
由
の
範
囲
に
お
い
て

こ
れ
を
許
す 。

二 、
行
政
の
規
則
を
以
て
こ
れ
を
規
制
し
な
い 。

c
“)

と
し
て
い
る 。

と
こ
ろ
が 、
こ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
神
道

と
は 、

所
謂
教
派
神
道
で
あ
っ
て 、
行
政
法
に
つ
い

て
述
べ
る
な
ら
ば
第一
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
べ
き
神

社
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
い
な
い 。
わ

ず
か
に
「
社
寺
ハ
公
ノ
礼
拝
所
ト
シ
テ
之
ヲ
保
護 ース」

と
い
う
の
み
で
あ
る 。

穂
積
が
神
社
を
天
皇
制
の
精
神
的
基
礎
だ
と
考
え

て
い
た
と
す
れ
ば 、
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る 。

ハ
其
禁
令
二
対
シ
不
服
ヲ
述
フ
ル
ヲ
得
ス 。
又

臣
民
信
教
上
二
於
テ
斯
ノ
如
キ
所
為
ハ
臣
民
タ

ル
ノ
義
務
二
背
ケ
ル
ヤ
如
何
ン
ヲ
判
定
ス
ル
ハ

(
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裁
判
官
二
在
リ 。」

と
述
べ
て
い
る 。

三
権
分
立
の
立
場
か
ら
解
釈
し
て 、
信
教
の
自
由

を
制
限
す
る
権
限
は
立
法
で
な
く 、
行
政
と
司
法
と

が
分
有
す
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る 。

管
見
に
触
れ
た
限
り
で
は 、
以
上
の
こ
と
が 、

穂

積
が
帝
国
憲
法
第
二
十
八
条
に
関
し
て
述
べ
て
い
る

こ
と
の
全
て
で
あ
る 。
つ
ま
り 、

神
社
信
仰
や
神
社

参
拝
を
「
臣
民
タ
ル
ノ
義
務」
と
す
る
解
釈
は
ど
こ

に
も
出
て
こ
な
い
の
で
あ
る 。

五 、

穂
積
に
お
け
る
天
皇
制
と

神
話 、
神
社 、
第
二
十
八
条
と
の
関
係

三 、
四 、
で
見
た
よ
う
に 、
穂
積
は
教
派
神
道
や

仏
教
を
行
政
慣
行
上
公
認
教
だ
と
述
べ
て
い
る
が 、

神
社
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
＜
触
れ
て
い
な

い 。
ま
た 、

神
社
の
信
仰
や
参
拝
を
「
臣
民
タ
ル
ノ

義
務」
で
あ
る
と
も
論
じ
て
い
な
い 。
一
冊
全
体
が

天
皐
王
権
の
主
張
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
な
い
彼
の
主
著
『
憲
法
提
要」
に
も
神
話

や
神
社
は
ほ
と
ん
ど
ま
っ
た
く
出
て
こ
な
い 。
こ
の

こ
と
か
ら
す
る
と 、
穂
積
は
神
社
に
対
し
て
さ
ほ
ど

関
心
を
払
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る 。と

こ
ろ
が 、
天
皇
崇
拝
の
精
神
的
基
礎
を
固
め
る

た
め
に
は 、
天
皇
の
神
格
の
根
拠
と
し
て
の
神
社
に

対
し
て 、
国
教
的
性
格
を
与
え
る
こ
と
が
必
要
だ
っ

第43号 皇學館大學神道研究所所報 平成4年6月1日(4)

四 、

穂
積
の
第
二
十
八
条
の

制
限
に
つ
い
て
の
解
釈

彼
が
神
社
は
宗
教
に
非
ず
と
の
解
釈
に
立
っ
て
い

た
と
す
れ
ば 、

確
か
に
政
教
関
係
や
信
教
の
自
由
を

論
じ
る
場
合
に 、

神
社
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
憚
ら

れ
た
で
あ
ろ
う 。
し
か
し 、

行
政
法
を
論
じ
る
場
合

に
は 、
そ
れ
を
正
面
か
ら
取
り

上
げ
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る 。
む
し
ろ 、
神
社
非
宗
教
論

は
そ
の
た
め
の
論
理
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る 。

こ
の
疑
問
を
追
求
す
る
前
に 、

帝
国
憲
法
第
二
十

八
条
の
制
限
に
つ
い
て
穂
積
が
ど
の
よ
う
に
言
っ
て

い
る
か
を
見
て
み
て
よ
う 。

穂
積
は 、

信
教
の
自
由
が
無
制
限
で
な
い
こ
と
を

た
び
た
び
強
調
し
て
い
る
が 、
「
安
寧
秩
序」
「
臣

民
タ
ル
ノ
義
務」
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
ほ
と

ん
ど
ふ
れ
て
い
な
い 。
わ
ず
か
に
『
皇
族
講
話
会
に

於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」
の
中
で 、
「
臣
民
タ
ル
ノ

義
務」
に
つ
い
て
は 、

「
例
ヘ
バ
『
メ
ン
チ
モ
ニ
テ
ン」
卜

云
フ
ヤ
ウ

ナ
宗
教
者
ニ
ナ
リ
マ
ス
ト

縦
令
国
ヲ
保
護
ス
ル

タ
メ
デ
モ 、

法
律
ヲ
執
行
ス
ル
タ
メ
デ
モ 、

何

デ
モ
人
ヲ
殺
ス
コ
ト

ハ
人
間
ノ
ス
マ
ジ
キ
コ
ト

デ
ア
ル
ト

云
フ
ヤ
ウ
ナ
教
義
ヲ
唱
ヘ
テ
居
リ
マ

ス 。
之
ヲ
信
仰
ス
ル
コ
ト

ニ
ナ
リ
マ
ス
ト

政
府

ガ
罪
人
ヲ
死
刑
二
処
ス
ル
コ
ト
モ
出
来
ズ 、
外

国
二
向
ッ
テ
戦
争
ヲ
ス
ル
コ
ト

モ
出
来
ナ
ク
ナ

リ
マ
シ
テ 、

臣
民
タ
ル
ノ
義
務
二
背
ク
結
果
ヲ

生
ズ
ル
コ
ト
ニ
ナ
リ
マ
ス
カ
ラ
此
ノ
如
キ
宗
教

ハ
許
サ
レ
ナ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
ーズ 。」

た
と
す
る
宮
沢
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば 、
そ
れ
は
ま
っ

た
く
理
解
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る 。

そ
れ
で
は 、
い
っ
た
い
穂
積
の
天
皇
主
権
論
は
ど

の
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か 。
そ

の
中
で
神
社
や
神
話
は
天
皇
制
の
精
神
的
基
礎
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か 。

先
ず 、
穂
積
は
主
権
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る 。

「
或
国
或
時
代
二
於
テ 、

特
二
或
種
ノ
自
然
意

思
ヲ
仰
キ
テ
主
権
卜

観
ル
コ
ト

ハ
其
ノ
当
時
ノ

国
民
ノ
確
信
二
由
ル 、

而
シ
テ
其
ノ
確
信
力
何

ヵ
故
二
特
二
或
種
ノ
自
然
意
思
二
限
リ
他
ノ
者

ヲ
以
テ
セ
サ
ル
カ
ハ 、

其
ノ
国
ノ
歴
史
ノ
結
果

二
出
ツ 。
故
二
国
体
ハ
歴
史
ノ
成
果
ニ
シ
テ
国

民
ノ
確
信
二
由
リ
テ
定
マ
ル
ト

謂
フ 。
万
世一

系
ノ
皇
位
ヲ
以
テ
統
治
権
ノ
所
在
ト
ス
ル
ノ
我

カ
国
体
ハ
亦
千
古
ノ
歴
史
ノ
成
果
ニ
シ
テ
民
族
a
)

一
致
ノ
確
信
ノ
基
礎
二
存
立
ス
ル
カ
如
キ
ナ
リ 。」

「
民
族
ノ
確
信
ハ
法
ノ
淵
源
タ
ル
コ
ト 、

歴
史

法
理
学
大
家
ノ
定
論
ア
リ 、
予
ハ
「
ザ
ビ
ニ
ー」

ノ
書
ヲ
読
ミ
テ
常
二
其
ノ
説
ク
所
義
理
深
遠
二

シ
テ
古
今
二
通
ス
ル
ノ
達
観
ナ
ル
コ
ト
ヲ
歎
称

ス 、
・
・
・

何
力
故
二
其
ノ
或
種
ノ
自
然
意
思

ニ
ノ
ミ
限
リ
之
ヲ
尊
重
崇
拝
ス
ル
ニ
至
リ
シ
カ

ハ 、

其
ノ
社
会
二
於
ケ
ル
進
化
ノ
特
種
ノ
事
情

ニ
シ
テ 、

条
理
ノ
予
メ
之
ヲ
期
ス
ル
所
ニ
ハ
ア

ラ
サ
ル
ナ
リ 。
ヨ
シ
其
ノ
事
情
ノ
原
因
ハ
腕
力

ノ
懸
隔
二
出
テ
タ
ル
ニ
セ
ヨ 、
又
迷
信
二
出
テ

タ
ル
ニ
セ
ヨ 、

既
二
意
思
ヲ
意
思
ト
シ
テ
之
ヲ

尊
重
ス
ル
ノ
信
念
ノ
成
立
ス
ル
ト
キ
ハ 、
是
レ

「
安
寧
秩
序」
に
つ
い
て
は 、

「
秩
序
ヲ
害
シ
善
良
ノ
風
俗
二
反
ス
ル
教
義
ヲ

本
旨
ト
ス
ル
モ
ノ
ハ
固
ヨ
リ
国
権
ヲ
以
テ
禁
圧

ス
ル
コ
ト
ガ
当
然
デ
ア
リ
て
這〈 。」

と
述
べ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い 。

た
だ
し 、

「
外
国
ノ
例
二
徴
ス
ル
ニ
今
日
ハ
大
二
其
ノ
制

限
ヲ
弛
メ
来
リ
シ
ト

雖
卜

欧
州
諸
国
中
二
於
テ

国
民
二
信
教
ノ
自
由
ヲ
与
フ
ル
我
国
卜

同
キ
モ

(
a)

ノ
猶
ホ
甚
夕
稀
ナ
リ」

と
し
て 、
日
本
の
方
が
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
諸
国
よ
り
も
広

く
自
由
を
認
め
て
い
る
と
見
て
い
る 。
こ
の
例
と
し

て 、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
を
挙
げ 、

一
、

無
神
論
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と 。

二 、
幼
児
で
も
信
仰
を
持
た
な
け
れ
ば
な
ら
ず 、
そ

れ
を
与
え
る
の
が
親
の
義
務
と
さ
れ
て
い
る
こ

と 。

三 、
十
三
•

四
オ
ま
で
は
信
仰
の
選
択
権
が
な
い
こ

と 。

H
3
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な
ど
を
挙
げ
て
い
る 。

ま
た 、
彼
は
制
限
の
内
容
よ
り
も
手
続
き
の
方
に

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
関
心
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る 。

『
穂
積
八
束
氏
大
日
本
帝
国
憲
法
講
義」
の
中
で 、

法
律
の
留
保
で
は
な
く 、
憲
法
に
制
限
項
目
を
規
定

し
た
理
由
に
つ
い
て 、

「
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ケ
サ
ル
ヤ
否
ヤ
ノ
事
実
ヲ
判

定
ス
ル
ハ
一
個
人
二
在
ラ
ス
シ
テ
政
府
二
在
リ 。

即
チ
政
府
若
シ
臣
民
ノ
信
教
上
二
於
テ
斯
ノ
如

キ
所
為
ハ
国
ノ
安
寧
秩
序
ヲ
妨
ク
ト

見
認
メ
タ

ル
ト
キ
ハ
鹿
二
之
ヲ
禁
ス
可
ツ 。
而
シ
テ
臣
民

師

ヂ腕翡実A
観
券
31
廿

趣越
き
万
函
A
理

想
ノ
域
二
入
リ
権
カ
タ
ル
ノ
観
念
ヲ
具
ス
ル
モ

。」

（

お
）

ノ
ナ
リ

穂
積
に
よ
れ
ば 、
法
の
観
点
よ
り

見
た
場
合 、

第

一
に
重
要
な
の
は 、
主
権
者
を
主
権
者
と
認
め
る
国

民
の
確
信
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て 、
成
立

事
情
は
必
ず
し
も
問
題
で
は
な
か
っ
た 。
し
か
も 、

国
民
の
確
信
の
成
立
が
「
歴
史」
「
其
ノ
社
会
二
於

ケ
ル
進
化
ノ
特
種
ノ
事
情」
に
求
め
ら
れ
た
結
果 、

理
論
的
根
拠
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
か
っ
た 。

天
皇
を
主
権
者
と
す
る
国
民
的
確
信
が
既
に
存
在

し
て
い
る
と
い
う
立
場
に
立
つ
穂
積
に
と
っ
て 、

神

話
な
ど
を
引
き
合
い
に
出
し
て 、
あ
ら
た
め
て
国
民

的
合
意
を
作
り
出
す
必
要
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

ま
た 、
主
権
の
成
立
は
「
条
理
ノ
予
メ
之
ヲ
期
ス
ル

所
ニ
ハ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ」
と
す
る
彼
に
と
っ
て 、

神

話
か
ら
の
演
繹
的
な
説
明
は 、
必
ず
し
も
自
ら
の
理

論
に
合
致
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る 。

次
に 、
天
皇
主
権
を
構
成
す
る
彼
の
論
理
を
見
て

み
よ
う 。
彼
の
論
理
は
祖
先
教
↓

家
長
権
↓

天
皇
主

権
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る 。

「
我
国
ハ
祖
先
教
ノ
国
ナ
リ 。
家
制
ノ
郷
ナ
リ 。

権
カ
ト

法
ト

ハ
家
二
生
レ
タ
リ 。
．

．

．

氏
族

ト
云
ヒ
国
家
卜

云
フ
モ
家
制
ヲ
推
拡
シ
タ
ル
モ

ノ
ニ
過
キ
ス 。
権
力
相
関
ヲ
指
摘
ス
ル
呼
称
ハ

異
ナ
リ
ト

雖 、
皇
室
ノ
嬰
臣
二
臨
ミ 、

氏
族
首

長
ノ
其
族
類
二
於
ケ
ル 、
家
父
ノ
家
族
ヲ
制
ス

ル 、
皆
其
権
カ
ノ
種
ヲ―
ニ
ス 。
而
シ
テ
之
ヲ

統一
シ
テ
全
カ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ハ
祖
先
教
ノ
国

風
二`

巽
．

．

．

 

」
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彼
が
家
長
権
や
天
皇
主
権
の
基
礎
と
す
る
祖
先
教

と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る。

「
祖
先
ノ
肉
体
存
セ
サ
ル
モ
其
ノ
聖
霊
尚
家
二

在
リ
テ
家
ヲ
守
護
ス。
各
家
ノ
神
聖
ナ
ル
一
隅

二
常
火
ヲ
点
シ
テ
家
長
之
二
奉
祠
ス。
是
レ
所

謂
家
神
ナ
リ。
祖
先
ノ
神
霊
ナ
リ。
事
細
大
ト

無
ク
之
ヲ
神
二
告
ク。
是
レ
幽
界
ノ
家
長
ニ
シ

テ
家
長
ハ
顕
世
二
於
キ
テ
祖
先
ノ
霊
ヲ
代
表
ス。

家
長
権
ノ
神
聖
ニ
シ
テ
犯
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ハ
祖

先
ノ
霊
ノ
神
聖
ニ
シ
テ
犯
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ヲ
以

0“)
テ
ナ
リ。」

こ
の
様
な
祖
先
教
を
基
礎
と
す
る
家
長
権
に
つ
い

て
は、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

「
家
長
権
二
服
従
ス
ル
者
ヲ
家
族
卜
云
フ
ノ
テ

ア
リ
マ
ス。
家
長
ノ
地
位
即
チ
今
ノ
民
法
テ
謂

フ
戸
主
ノ
地
位
卜
云
フ
モ
ノ
ハ、
元
卜
祖
先
ノ

位
テ
ア
ッ
テ、

現
在
ノ
家
ノ
父
力
祖
先
二
代
ツ

テ
其
位
二
居
リ、

其
祖
先
ノ
子
孫
ヲ
支
配
シ
テ

g
o

之
ヲ
治
メ
テ
行
ク
地
位
テ
ア
リ
マ
ス。」

天
皇
主
権
が
以
上
の
祖
先
教
や
家
長
権
の
上
に
成

り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て、

彼
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る。

「
我
民
族
ハ
民
族
ノ
遠
ツ
祖
ノ
位
ヲ
以
テ
民
族

ヲ
統
治
ス
ル
主
権
ノ
存
ル
所
ト
シ
テ
之
ヲ
崇
敬

シ、
之
二
服
従
シ、
之
ヲ
中
心
ト
シ
テ
其
周
囲

二
発
展
シ
来
ツ
タ
ノ
テ
ア
リ
マ
ス。
言
葉
ヲ
換

ヘ
テ
云
ヘ
ハ、
国
ヲ
統
治
ス
ル
ノ
中
心
ハ、
万

世一
系
ノ
皇
位
テ
ア
ッ
テ、

而
シ
テ
万
世一
系

ノ
皇
位
ハ
即
チ
祖
宗
ノ
御
位
テ
ア
ル。
祖
宗
ノ

御
子
孫
力
相
承
ケ
テ
万
世
此
位
二
居
タ
マ
フ
モ

ノ
歴
史
二
稀
ナ
ル
法
則
ヲ
数
干
年
間
ノ
下
二
維

持
シ
得
タ
リ
ト
云
フ
点
二
釦
F」

古
代
に
は
祖
先
崇
拝
が
普
遍
的
に
存
在
し、
そ
れ

に
基
づ
い
た
国
家
が
多
数
存
在
し
て
お
り、
日
本
も

そ
の
中
の一
国
だ
っ
た
と
す
る
解
釈
自
体
が、
固
有

の
神
話
に
基
づ
く
固
有
の
国
体
と
い
う
解
釈
と
は、

別
の
体
系
を
な
し
て
い
る。
ま
た、
こ
の
解
釈
か
ら

す
れ
ば、
日
本
と
西
洋
を
分
け
て
た
も
の
は、
歴
史

の
展
開
の
相
違
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
く
る。

(
3)

祖
先
教
の
成
立
に
対
す
る
考
え
方
が
少
し

も
神
秘
的
で
な
く、
ま
た、

神
話
を
根
拠
と
し
て
も

い
な
い。
穂
積
は
祖
先
教
の
成
立
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
言
っ
て
い
る。

「
幼
稚
ナ
ル
時
二
在
リ
テ
ハ
父
ハ
智
カ
ニ
於
テ

腕
カ
ニ
於
テ
優
ル
、
コ
ト
明
ナ
リ。
何
レ
ノ
父

卜
雖
モ
普
通
ナ
ル
事
ト
ス。
是
レ
天
然
二
優
劣

ug)
 

ノ
判
ル
、
最
モ
見
易
キ
標
準
ナ
ル
ヘ
シ」

「
我
ハ
父
ノ
子
ナ
リ、
父
ハ
祖
先
ノ
子
ナ
リ
ト

云
フ
事
ヲ
少
ク
モ
能
力
二
有
ス
ル
ト
キ
ハ、
野

蛮
時
代
ノ
人
民
ト
テ
モ
最
モ
優
ナ
ル
者
ハ
祖
先

二
相
違
ナ
カ
リ
シ
ト
ノ
結
論
ヲ
ナ
ス
ハ
無
理
ナ

ラ
ヌ
事
卜
云
フ
ヘ
シ。
我
ノ
父
二
対
ス
ル
父
ノ

祖
先
二
対
ス
ル
関
係
ヨ
リ
推
シ
テ
考
フ
レ
ハ、

祖
先
ハ
最
モ
優
リ
タ
ル
者
二
相
違
ナ
シ
ト
シ、

之
レ
ヨ
リ
シ
テ
祖
先
ヲ
崇
拝
ス
ル
ノ
風
自
然
二

生
ス
ル

肛」

「
死
者
ハ
其
ノ
精
霊
尚
幽
界
二
存
シ
テ
其
ノ
子

孫
ヲ
保
護
ス
ル
ト
云
フ
ノ
念
ハ
父
母
力
其
ノ
家

族
ヲ
保
護
ス
ル
ノ
念
ヨ
リ
移
リ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ル

u“)

コ
ト
ヲ
知
ル
可
シ」

ノ
テ
ア
ル。
是
天
祖
二
代
ッ
テ
天
位
二
居
リ、

而
シ
テ
国
家
統
治
ノ
天
職
ヲ
行
ハ
セ
ラ
ル
ル
ノ

テ
ア
ル。
家
二
於
ケ
ル
親
族
団
結
ノ
意
ヲ
推
シ

拡
ケ
テ、
之
ヲ
大
ク
シ
テ
民
族
ノ
団
結
ト
シ、

家
二
於
ケ
ル
家
長
権
ノ
意
ヲ
推
シ
テ、
之
ヲ
国

家
ノ
主
権
卜
為
ス。
．

．

．

 

是
故
二
我
固
有
ノ

観
念
二
於
テ
ハ、
家
卜
云
ヒ
国
卜
云
フ
観
念
ハ

一
致
シ
テ
居
ッ
テ
ニ
ッ
ニ
分
レ
タ
モ
ノ
テ
ナ
イ、

家
ハ
国
ノ
小
ナ
ル
モ
ノ
テ
ア
ル。
国
ハ
家
ノ
大

ナ
ル
モ
ノ
テ
ア
戸。」

そ
し
て、
こ
の
よ
う
な
形
態
の
国
家
形
態
を
維
持

す
る
目
的
は
に
つ
い
て、
次
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る。

「
人
類
ヲ一
纏
メ
ニ
シ
テ、
世
界
ノ
唯一
ノ
団

体
ト
ス
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
或
ハ
空
想
ト
シ
テ
之

ヲ
言
フ
ヘ
キ
コ
ト
テ
ア
ル
カ
モ
知
レ
マ
セ
ヌ
カ、

ナ
カ
ナ
カ
今
ノ
時
代
二
於
テ、
之
ヲ
夢
ミ
テ
安

心
シ
得
ヘ
キ
テ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ。
若
シ
今
ノ
時

代
二
於
テ、
大
早
計
ニ
モ
人
道
博
愛
ノ
主
義
二

偏
傾
シ
テ
家
ノ
組
織、

国
ノ
組
織
ヲ
解
散
シ
テ

シ
マ
ッ
テ、
而
シ
テ
愛
国
心
ナ
ル
者
ヲ
軽
蔑
シ

テ、

唯
世
界
永
遠
ノ
平
和
卜
云
フ
事
ヲ
ノ
ミ
夢

ミ
テ、
容
易
二
此
ノ
愛
国
ノ
心
ヲ
解
イ
テ
シ
マ

ッ
タ
ナ
ラ
ハ、
世
界
ノ
統一
ハ
出
来
ナ
ク
シ
テ

先
ツ
国
ハ
亡
フ
ル
ト
云
フ、
実
二
悲
惨
ナ
ル
境

涯
ヲ
見
ル
テ
ア
ラ
ウ
ト
思
フ。
政
策
ト
シ
テ
ハ、

固
ヨ
リ
不
可
テ
ア
リ
マ
ス。
道
理
ト
シ
テ
モ
亦

無
論
謬
リ
テ
ア
リ
マ
ス。
政
策
ト
シ
テ
モ
今
日

ノ
世
ノ
中
ハ
愛
国
心
ヲ
鼓
舞
シ
テ、
出
来
ル
タ

ケ
我
ノ
生
存
範
囲
ヲ
広
ク
シ
テ、
出
来
ル
タ
ケ

我
ノ
生
存
ノ
活
カ
ヲ
養
ッ
テ
置
ク
ニ
ア
ラ
サ
レ

要
す
る
に、
穂
積
が
天
皇
制
の
基
礎
と
し
て
い
る

祖
先
教
は
必
ず
し
も
記
紀
神
話
に
依
拠
す
る
も
の
で

は
な
か
っ
た。
又、

神
社
の
祭
神
と
深
い
関
わ
り
を

持
つ
も
の
で
も
な
か
っ
た。

と
こ
ろ
で、
祖
先
教
に
つ
い
て
穂
積
が、
「
祖
先

（

胡
）

教
ハ
我
国
体
ノ
甚
礎
ナ
リ」
「
我
国
ハ
祖
先
教
ノ
国

ナ
リ」
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た。
こ

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
穂
積
に
と
っ
て、
祖
先
教
と

憲
法
第一一
十
八
条
の
信
教
の
自
由
と
は
ど
の
よ
う
な

関
係
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か。
こ
の
こ
と
に
関
し
て

穂
積
は
何
も
語
っ
て
い
な
い。
西
洋
の
法
制
は
キ
リ

ス
ト
教
を
基
礎
に
し
て
い
る
と
考
え
て
お
り、
し
か

も、
憲
法
で
は
信
教
の
自
由
を
保
障
し
て
い
る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
彼
に
は、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
問
題

と
し
て
現
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

「
欧
州
ハ
彼
ノ
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教）

行
ハ
レ

シ
ョ
リ
独
尊
ノ
上
帝
ハ
人
類
ノ
敬
卜
愛
ト
ヲ
専

有
シ
子
孫
マ
タ
祖
先
ノ
拝
ス
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
ス。

於
是
乎
孝
道
衰
ウ。
平
等
博
愛
ノ
主
義
行
ハ
レ

マ
｀

テ
民
俗
血
族
ヲ
疎
ン
ス。
於
是
乎
家
制
亡
フ。

而
シ
テ
個
人
平
等
ノ
社
会
ヲ
成
シ
個
人
本
位
ノ

法
制
ヲ
以
テ
之
ヲ
維
持
セ
ン
ト
欲
ス」

最
後
に、
穂
積
の
著
作
を
概
観
し
て
み
る
と、

祖

先
教
に
関
し
て
三
つ
の
分
野
で
発
言
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
る。
憲
法、
民
法、
教
育
で
あ
る。
国
民
の

確
信
を
重
ん
ず
る
彼
は、

自
ら
が
重
視
し
た
三
つ
の

分
野
に
自
論
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
民
の

確
信
を
強
化
し、
そ
れ
を
以
て
国
体
を
維
持
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る。
そ
う
だ
と
す
れ

ば、
憲
法
の一
条
文
を
盾
に
と
っ
た
強
制
に
よ
っ
て

以
上、

当
時
「
官
僚
憲
法
学
の
権
威」
と
い
わ
れ

た
穂
積
八
束
の
政
教
関
係
論
を
見
て
き
た。
そ
こ
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は、
穂
積
の
論
の
中
に
は、

宮
沢
教
授
の
天
皇
主
権
↓
神
話・
神
社
↓
参
拝
強
制

と
い
う
図
式
が
存
在
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る。穂
積
は
神
社
信
仰
や
神
社
参
拝
を
「
臣
民
タ
ル
ノ

義
務」
で
あ
る
と
は
論
じ
て
い
な
い。
そ
れ
は、
そ

も
そ
も
穂
積
の
天
皇
主
権
論
自
体
が
記
紀
神
話
を
根

拠
と
し
た
も
の
で
は
な
く、
ま
た、
天
皇
と
国
民
と

を
繋
ぐ
の
に
神
社
と
い
う
存
在
を
必
要
と
し
て
も
い

な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る。

当
時、
最
も
強
力
な
天
皇
主
権
の
主
張
者
で
さ
え

そ
の
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば、
そ
の
他
の
学
者
に

つ
い
て
も
あ
ら
た
め
て
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る

と
思
わ
れ
る。
ま
た、
天
皇
と
神
社
信
仰
を
単
純
に

結
ぴ
つ
け
て、
そ
こ
か
ら
昭
和
期
の
強
制
や
弾
圧
の

理
由
を
説
明
し
よ
う
と
す
る
議
論
は、
あ
ま
り
に
短

絡
的
だ
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

註
(
1)

宮
沢
「
憲
法
11
ー
基
本
的
人
権
ー」
（
昭
和

五
八
年
三
月
新
版
再
版
第
十
六
刷、
有
斐
閣）

三
四
八
頁。

(
2)
（
3)

宮
沢
「
前
掲
書」
三
四
九
頁。

お

わ

り

に

ハ
世
ノ
中
二
立
ッ
テ
生
存
ス
ル
事
力
出
来
マ
セ

゜

(
g)
 

ヌ
」

つ
ま
り、
国
際
的
な
生
存
競
争
に
生
き
残
る
た
め
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る。

以
上
の
様
な
穂
積
の
天
皇
主
権
論
に
つ
い
て、
以

下
の
三
つ
の
特
徴
を
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る。

(
1)

家
に
お
け
る
祖
先
崇
拝
が
直
接
天
皇・
王
権

へ
と
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め、
天
皇
と
国
民
と
を
つ

な
ぐ
存
在
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る。
つ
ま
り、

神
社
と
い
う
媒
体
は
必
要
不
可
欠

な
存
在
で
は
な
か
っ
た。
穂
積
が
神
社
に
対
し
て
関

心
を
示
さ
な
か
っ
た
理
由
の
一
っ
は
こ
こ
に
あ
る
の

で
は
な
か
ろ
う
か。

(
2)

祖
先
教
が
日
本
固
有
の
も
の
と
は
考
え
ら

れ
て
お
ら
ず、
日
本
の
特
殊
性
は、
そ
れ
を
維
持
し

続
け
た
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
る。

「
祖
先
ノ
霊
ヲ
崇
拝
ス
ル
ハ
必
ス
シ
モ
我
国
ニ

(
a)
 

特
有
ナ
ル
礼
法
ニ
ア
ラ
サ
ル
ナ
リ」

「
何
レ
ノ
国
ヲ
問
ハ
ス
古
ノ
建
国
ハ
祖
先
教
ヲ

(

g
)
 

基
礎
ト
セ
シ
ナ
ル
ヘ
シ」

「
欧
州
ハ
彼
ノ
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教）

行
ハ
レ

シ
ョ
リ
独
尊
ノ
上
帝
ハ
人
類
ノ
敬
卜
愛
ト
ヲ
専

有
シ
子
孫
マ
タ
祖
先
ノ
拝
ス
ヘ
キ
ヲ
知
ラ
ス。

於
是
乎
孝
道
衰
ウ。
平
等
博
愛
ノ
主
義
行
ハ
レ

マ
、

一
氾
）

テ
民
俗
血
族
ヲ
疎
ン
ス。
於
是
乎
家
制
亡
フ」

「
我
国
ノ
彼
レ
ニ
異
ナ
ル
所
ハ
唯
二
万
世一
系

ノ
不
易
ノ
君
玉
ヲ
戴
ク
ト
云
フ
ノ
ミ
ナ
ラ
ス、

祖
先
教
ヲ
以
テ
社
会
ノ
秩
序
ヲ
正
フ
シ、
祖
先

ヲ
崇
拝
ス
ル
ノ
教
ハ
即
民
族
ノ
宗
家
タ
ル
皇
室

ヲ
奉
戴
シ
テ一
国一
社
会
ヲ
団
結
ス
ル
ト
云
フ

'．，ヽ
▲
い肉，
＂•
•
•
9・

・
9
9

t"

兄．

国
民
を
従
わ
せ
よ
う
と
す
る
手
段
は
決
し
て
有
効
な

も
の
と
は
映
ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る。



(
4)

宮
沢
「
前
掲
書」
三
四
八
頁 。

(
5)

（
6)

宮
沢
俊
義
著・
芦
部
信
喜
補
訂
「
全
訂

日
本
国
憲
法」
(-
九
八一
年
八
月
第
二
版
第

五
測 、
日
本
評
論
社）
四
四
頁。

(
7)

長
尾
龍一
「
穂
積
八
束」
（
潮
見
俊
隆•
利

谷
信
義
編
「
法
学
セ
ミ
ナ
ー

増
刊・
日
本
の
法

学
者」
一
九
七
四
年
六
月 、
H
本
評
論
社） 。

「
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
上・
下」
（
昭
和

七
年
十一
月）
等
参
照 。

(
8)

上
杉
慎
吉
編
「
穂
積
八
束
博
士
論
文
集」

（
大
正
二
年
十一
月）
所
収 、
四
九
八
頁 。

フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
「
国
教

制
度」
と
は 、
「一
ツ
ノ
宗
教
ヲ
国
教
卜

定
メ

国
民一
般二
之
ヲ
信
仰
ス
ベ
キ
モ
ノ
ト

定
メ
マ

シ
テ 、
ソ
ウ
シ
テ
君
主
ハ
宗
教
ノ
首
長
ト
シ
テ

羅
馬
法
王
ヨ
リ
独
立
シ
テ
宗
教
ノ
首
長
タ
ル
地

位
ヲ
占
ム
ル
コ
ト」
と
さ
れ 、
イ
ギ
リ
ス 、
フ

ラ
ン
ス 、
オ
ラ
ン
ダ
そ
の
他
ド
イ
ツ
等
が一
時

こ
の
制
度
を
採
用
し
て
い
た
と
説
明
さ
れ
て
い

る
（「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」

明
治
四
十
五
年
五
月 、
皇
族
講
話
会
に
お
い
て

明
治
三
十
四
年
か
ら
三
十
五
年
ま
で
前
後――-
+

二
回
に
わ
た
っ
て
進
講
し
た
も

の
の

記
録 、
早

稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵 、
二
七
0．
一
頁） 。

な
お 、
引
用
に
あ
た
っ
て
漠
字
は
通
行
の
表
記

に
改
め 、
適
宜
句
読
点
を
付
し
た 。
引
用
文
に

つ
い
て
は
以
下
同
じ 。

(
9)

「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」

二
七一
頁 。

(
10)

「
国
家
卜

宗
教
ト
ノ
関
係」
四
九
九
頁 。

(
11)

「
同
右
論
文」
五
0
0
頁 。

(
12)

「
皇
族
講
話
会
に
於
け
る
帝
国
憲
法
講
義」

二
七一一
頁 。

(
13)

「
同
右
書」
二
七
ニ・
三
頁 。

(
14)
（
15)

「
同
右
書」
二
七
三
頁 。

(
16)

穂
積
「
行
政
法
大
意」
二
九
六・
七
頁 。

(
17)
（
18)

「
同
右
書」
二
九
七
頁 。

(
19)
（
20)

二
七
四・
五
頁 。

(
21)

「
穂
積
八
束
氏
大
日
本
帝
国
憲
法
講
義•
第

四」
（
明
治
二
十
二
年
五
月 、
華
族
同
志
会
で

の
講
演
を
筆
記
し
た
も
の 、
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵）
二
七
頁 。

(
22)

「
同
右
書」
二
八・
九
頁 。

(
23)

二
九・
三
0
頁 。

(
24)

穂
積
「
修
正
増
補・
窓
法
提
要」
（
昭
和
十

年
七
月
第
五
版）
1二
九
頁 。

(
25)

「
同
右
書」
四
O·
一
頁 。

(
26)

穂
積
「
民
法
出
テ、
忠
孝
亡
フ」
（
明
治
二

十
四
年
八
月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）

一
四
六
頁 。

(
27)

「
同
右
論
文」
二
四
七・
八
頁 。

(
28)

「
国
民
道
徳
ノ
本
旨」
（
明
治
四
十
四
年
五

月 、
「
修
正
増
補·
憲
法
提
要」
所
収）
五
六

四
頁 。

(
29)

「
同
右
論
文」
五
六
六・
七
頁 。

(
30)

「
同
右
論
文」
五
七
九・
八
0
頁 。

(
31)

穂
積
「
家
制
及
国
体」
（
明
治
二
十
五
年
四

月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）
―-
七
四
頁 。

(
32)

「
同
右
論
文」
二
七
五
頁 。

(
33)

「
民
法
出
テ、
忠
孝
亡
フ」
二
四
八・
九
頁 。

第43号 皇學館大學神道研究所所報 平成4年6月1日(8)

（
本
学
助
手・
神
道
研
究
所
所
員）

(
34)

「
家
制
及
国
体」
二
八
五
頁 。

(
35)

「
祖
先
教ハ
公
法
ノ
源
ナ
リ」
（
明
治
二
十
五

年一
月 、
上
杉
「
前
掲
論
文
集」
所
収）
二
六

二
頁 。

(
36)

「
同
右
論
文」
二
六一二
頁 。

(
37)

「
家
制
及
国
体」
二
七
六
頁 。

(
38)

「
家
制
及
国
体」
二
七
四
頁 。

＊
な
お 、
本
稿
は
皇
學
館
大
學
津
田
法
学
研
究
基
金
よ

り
助
成
を
受
け
た
研
究
（「
近
代
日
本
に
お
け
る
宗
教

の
変
容
に
関
す
る
基
礎
的
研
究」）
の
成
果
の一
部
で

あ
る 。




